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午前９時００分開会 

○議長（川越 忠明君）  おはようございます。ただ今から、平成２２年、第２回川南町議会定例会

を開会します。これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元にお配りしてあるとおり

であります。しばらく休憩します。全員、議員控室へ移動願います。 

午前 ９時  １分休憩 

午前１０時４０分再開 

○議長（川越 忠明君）  会議を再会いたします。休憩前に引き続き、本会議を続行します。 

日程第１「諸般の報告」を行います。 

前回の議会から本日までの主な事柄については、お手元にお配りした別紙のとおりでありますが、

２月２３日宮崎市において町村議会議長会定期総会が開催され、平成２２年度町村議会議長会事

業計画並びに予算等について、原案のとおり決定されましたので報告します。 

なお、例月出納検査等の結果についての報告は、お手元に配布してあるとおりであります。以上

で報告を終わります。 

日程第２「会期の決定について」を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から１８日までの１５日間にしたいと思います。これに、ご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。従って、会期は本日から１８日までの１５日間に決定しました。 

日程第３「会議録署名議員の指名」を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、【林田幸雄】君、及び【徳弘

美津子】君を指名します。 

日程第４「町政運営方針について」 

町長から町政運営方針に関する所信を表明願います。 

○町長（内野宮 正英君）  おはようございます。 

本日ここに、平成２２年川南町議会定例会の開会に当たり、私の所信の一端を申し上げたいと存

じます。平成２２年度は、平成１３年から町政運営の羅針盤としてきました第４次川南町長期総合計

画の最終年度となっており、第４次長期総合計画に掲げる「生まれ育ったことに誇りの持てるまち川

南」の実現に向けて努力して参ります。現在、町政運営には長短期的な課題が山積していますが、

議員各位並びに町民の皆様の御支援御鞭撻を何卒よろしくお願いいたします。 

さて、昨年は、世界的な金融危機により日本経済も深刻な打撃を受け、一部に持ち直しの気配が

伝えられるものの、日本全体としては景気が低迷し円高、デフレーションの進行や失業率の増加な

ど、国民生活にも厳しい経済情勢が続きました。こうした中８月の衆議院総選挙の結果、民主党など

三党連立により鳩山内閣が発足し、政治的に大きな転換点となった年でありました。新政権は「友愛
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の政治」を掲げマニフェストにあげた、「子ども手当ての創設」、「農家の戸別補償」など、新たな政策

を実施しようとしています。事業仕分けによる予算の見直しを実施するなど、従来の政策からの転換

を図っていますが、具体的な施策が不透明な部分もあり、国民の新政権に対する「不安と期待」が

交錯する中、真に国民の期待する政治、地方が頑張ることのできる地方重視の政治を期待している

ところであります。 

本町の産業を見ますと基幹産業である第１次産業では、長期化する景気低迷の影響や燃油価格

の高止まり、飼料の高騰などで一層の経営努力を強いられています。特に農畜産物の子牛・肉牛・

肉豚などの畜産の価格は再生産価格が懸念される状況で推移しており、そのような状況の中、和牛

につきましては、繁殖母牛の若年齢化を図るための対策等を行い、養豚につきましては、オーエス

キー病清浄化へ向けてワクチンの助成を行いました。さらに農作物につきましては、生産体制の強

化を図るための対策を講じて参りました。 

また、漁業につきましても魚価低迷、燃油の高止まりなど厳しい環境の中にありますが、漁港整備

は着実に実施して参りました。 

商工業につきましても不景気の影響や消費者ニーズの多様化・モータリゼーション発達による購

買力の町外流失などにより、商店街に空き店舗が目立つ状況になっております。そのため平成２１

年度にプレミアム商品券等の対策を実施し、元気が出るよう消費の町内利用、商業の活性化に努め

て参りました。 

本町の財政状況は、平成２０年度決算で財政の弾力性を示す経常収支比率は前年度比２.４％

増の８７.２％、公債比率は１％増の１３.７％となり、行財政改革による歳出削減努力にもかかわらず、

財政の硬直化が進んでいます。このような中、平成２２年度の普通交付税は前年度に比べ減額が見

込まれるほか、ガソリン税の暫定税率廃止など、多くの不確定要素があるため交付税額が大きく変

動する可能性があり、今後の国の動向を注視しながら財政運営を行っていく必要があります。 

一方、歳出面では、平成２１年度末の町債残高見込みは約６８億円と減少するものの、依然として

例年の一般会計予算規模を上回る額となっており、後年度に措置が見込まれるものの、臨時財政

対策債の発行により償還額の増加が推測されます。継続事業として尾鈴地区土地改良事業やまち

づくり交付金事業など規模の大きな事業を抱えており、今以上の歳出削減努力が必要な状況であり

ます。 

このように町財政は、予断の許さない状況であるため平成２２年度予算は、事業の重要度を判断

し、優先度の高い事業から予算編成を行ったところであります。まず、農業振興対策についてであり

ますが、現在農業を取り巻く環境は、農業従事者の高齢化、後継者不足、耕作放棄地の増加、価

格の低迷など課題が山積しています。また、新政権では、平成２２年度から「米戸別所得補償モデ

ル事業」を実施するなど、政策を大きく転換しようとしています。このような状況の中、経営安定化の

ためにブランド確立を図る必要があります。良質な農産物を生産確保し、特徴ある商品づくり、信頼

される産地づくり、安定的な取引づくり体制を確立することでブランド化を推進して参ります。そのた

めには土づくり、肥培管理が重要であり、良質堆肥を農地還元し、病害虫に強い作物生産に取り組
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み、優良種の導入、飼料の改良等で良質家畜生産を目指さなければなりません。 

特に畑地帯においては、尾鈴畑かん施設を活用した畑作営農を推進するため、尾鈴北第１畑作

営農推進プロジェクトチームによる各種調査を引き続き実施するとともに、集出荷・物流対策としてＪ

Ａの新総合選果場による安定した集出荷体制と輸送コストの低減を推進し、競争力のある産地の確

立を目指す必要があります。これらの対応によって、経営の主作目で所得の一定の割合の確保を目

指す経営体の育成を図る必要があると考えています。 

農業後継者の確保と育成については、青年・認定農業者の育成、新規就農・参入者の支援を尾

鈴地域担い手育成総合支援協議会などと連携し推進して参ります。 

農業生産基盤の整備につきましては、高鍋町、都農町の区域を含め畑地かんがい施設整備とし

て尾鈴土地改良事業に取り組んでおりますが、尾鈴地域の農業基盤整備の中で、最も重要なものと

位置づけています。 

国営事業につきましては、事業効果の早期発現に向けて新規水源である切原ダム第二期建設工

事（提体コンクリート打設工）及び取水・放流設備建設工事、及び大内ファームポンド等を建設し、基

幹的施設の整備促進を図り、又関連する県営事業につきましては、現在接続中の尾鈴北第１地区

において、支線管水路工事及び給水栓の設置工事を推進し、銀座第２ファームポンドを活用した尾

鈴北第１地区改良区内の新畑かん施設による暫定的通水により効果発現を図って参りたいと思いま

す。 

尾鈴北第１土地改良区では、新畑かん施設の維持管理及び事業の円滑な推進並びにその有効

的な活用と更なる安定的運営を図るため、開閉栓方式の普及を図り給水栓設置の促進を行い、水

を利用した営農の推進に努めて参ります。 

今後の関連県営事業については、平成２２年度新規採択地区として、「尾鈴北第２地区（鵜戸の

本～祝子塚周辺の畑地）」、平成２４年度申請予定地区として「鬼ヶ久保地区」、「尾鈴北第４地区

（込の口～沓袋）」の事業推進に向けて、各種説明会を通じて受益者の事業に対する理解を求めて

参りたいと思います。 

漁業の振興についてですが、漁業を取り巻く情勢は、依然として漁獲量の減少や魚価の低迷、燃

料資材の高騰などにより厳しい環境下にあります。そのため、漁業生産基盤の整備拡充と、漁業経

営安定向上のための取り組みを行う必要があります。具体的には、防衛施設周辺民生安定施設整

備事業を活用し上架施設の整備を推進して参ります。 

漁港の整備としましては、県営事業の広域水産物供給基盤整備事業等により既設防波堤内側に

係留施設として岸壁を整備するなど、漁港の整備を促進して参ります。 

また、平成２２年７月には、九州漁港漁場大会が本町で行われ、九州各県の水産業関係者が一

堂に会します。この機会に川南町の情報を発信し、本町の農水産物等のＰＲに努めたいと思いま

す。 

まちづくりにつきましては、平成２０年度から実施しています“まちづくり交付金事業”を今年度も引

き続き行い、商店街道路舗装整備とサブグラウンドの整備等を推進して参ります。 
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商工業につきましては、景気低迷の中、経営支援として、町特別融資制度の活用、その他各種特

別融資制度を周知し、資金面で支援をして参ります。 

観光面に目を向けますとトロントロン軽トラ市やモーツアルト祭などに代表されるように、本町には

各種団体の皆様の御努力・御協力により実施されているイベントが多くあり、「元気な町川南」と評価

されています。今年度も春は各種スポーツキャンプ、夏はフェスティバルイントロントロン、秋はウエス

タンカーニバル、冬はイルミネーションと各種のイベントが計画されています。また、川南湿原の開放

もありますので川南の観光スポットと農林漁業・商工業と連携した観光開発、交流人口の増加を図り、

活性化対策を検討して参ります。 

健康づくりの推進につきましては、保健指導体制を強化し、これからの少子・超高齢社会を健康

で活力あるものとしていくため、単に疾病の早期発見や早期治療にとどまらず、健康を増進し、発病

を予防し、生活の質を高めることにより、心豊かで満足できる生涯づくりを目指して参ります。そのた

め健康寿命を延伸させることを目標に、町民の健康づくりを総合的に推進して参ります。平成２０年

度より生活習慣病の予防を目的に特定検診、保健指導を実施しております。引き続き平成２２年度

につきましても積極的に特定検診を推進し、受診率等向上に努めて参ります。母子保健事業としま

しては、妊婦検診や乳幼児健診などの各種検診を行うと共に、発達相談や育児教室を行い、母親

が安心して出産できるように、そして全ての子どもが健やかに生まれ育つことができるよう事業を推

進して参ります。児童福祉の推進につきましては、国は平成２２年度より創設する子ども手当てにより、

社会全体で子育てを行う体制を推進して行くこととしています。本町におきましても子育てにおける

負担の軽減や仕事と子育ての両立支援など、安心して子育てができる環境づくりを推進するため延

長保育、休日保育、一時預かりを実施して参ります。 

高齢者福祉の推進につきましては、高齢者ができるかぎり介護状態に陥ることがなく、健康で生き

生きとした生活を送るため「川南町老人福祉計画・介護保険事業計画」に定めた諸施策を推進し

「すべての高齢者が住み慣れた家（地域）で安心して、生きがいをもって暮らせるまち川南」の実現

を目指して参ります。また、懸案事項でありました介護療養型病床群廃止に伴う受け皿施設につき

ましては、検討を重ねた結果、現在宮崎県に対して認可申請中の「社会福祉法人 宮崎愛心会（仮

称）」が平成２２年度に特別養護老人ホームを建設し、平成２３年度に開設予定の運びとなりました。 

障がい者福祉の推進につきましては、障がい者（児）が障がいの種別や程度に関わりなく、主体

性をもって自立を図り、ひとりの人間として、共に安心して生活できる「ノーマライゼーション」の理念

のもとに「障害福祉計画」に定めた諸施策を推進し「健康で思いやりのある社会」の実現を目指して

参ります。 

ごみ処理政策につきましては、川南町一般廃棄物基本計画に基づき、適正な処理を推進すると

共に、一般廃棄物の収集、運搬、処理に係る費用の一部をごみ排出者に求めて参ります。 

ごみ処理・処分は「資源化」、「減量化」、「安全化」、「安定化」の４原則に基づき、町内各地域に

おける廃棄物減量化推進委員の活動をはじめ、婦人連絡協議会等の関係団体の皆様の御協力の

もとに町民のごみ処理に対する意識の高揚を図って参ります。 
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公害防止対策については、予防対策の充実を求めると共に、関係機関との連携を密にして公害

防止対策の充実を図り、また各種測定機器を使用し、測定値をもとに発生源者への指導を行い、公

害のない住みよいまちづくりに努めて参ります。 

消防・防災につきましては、町民の生命と財産を守り、災害による被害を最小限に抑えるため、川

南町地域防災計画と川南町国民保護計画に基づき、消防・防災体制の拡充を図り、また川南町地

域防災計画につきましては、発生が懸念される日向灘沖地震や東南海・南海地震等に対応するた

めに見直しを行って参ります。さらに、災害時の備えとして、企業、団体等との災害応援協定の締結

を進めるとともに、災害時要援護者避難支援プランの策定を行って参ります。 

学校教育の充実につきましては、学校は子どもたちにとって、学力と体力を身に付け、人間形成

の基礎を培う場所であります。川南の大地で、心豊かで心身ともにたくましい「生きる力」を備えた児

童生徒の育成を目指して参ります。学校の耐震化につきましては、小中学校は児童生徒が１日の大

半を過ごす場所であると共に、地域住民の避難場所の役割を果たしていることから耐震化を進めて

参りました。平成２０年度には小学校の屋内体育施設の耐震化が完了し、懸案でありました各小中

学校の校舎等につきましては、平成２２年度中には耐震化が完了する予定であります。 

生涯学習の推進については、生涯学習を総合的に推進するため、各種事業、機関、団体との連

携を図りながら、より充実した学習を行うことができる体制づくりを推進していきます。また、生涯学習

大会や情報紙発行により、生涯学習の啓発を行い町民自らが「一生学び続ける」という意識の高揚

を図って参ります。社会体育につきましては、町民が元気で、健康的な身体・精神を育成していくた

めにスポーツの普及、充実、体育協会等の組織活動の活性化を図って参ります。平成２１年度には、

野球場、テニス場、弓道場をはじめ運動公園の大規模改修を行いました。今後は一層点検等を充

分に行い、管理の行き届いた施設で、スポーツを楽しむ環境整備に努めて参ります。 

国指定天然記念物川南湿原植物群落につきましては、平成２１年度に管理棟の建設を終え一般

公開を行いました。平成２２年度は、湿原への進入道路と駐車場の舗装工事を行い川南湿原の整

備、充実を図って参ります。 

上水道事業につきましては、水道事業の長期計画であります川南町水道ビジョンの基本理念「か

いてきで・いつまでも・たのもしい・くリーンな水道」を目指して計画的に施設等の更新・整備を進め

て参ります。平成２２年度につきましては、新規水源の開発及び東九州自動車道建設に係る水道管

の布設替、老朽管路の更新等を進め、また公営企業経営健全化計画に基づき合理的かつ効率的

な経営を行い、独立採算の原則の下、持続可能な財政力の確保を目指して参ります。公共下水道

事業につきましては、平成２１年度までに約１６７ｈａの整備が完了し、川南浄化センターの増設工事

も完了しました。今後は、水環境の保全、経営の安定のため積極的に加入促進に努めて参ります。 

東九州自動車道の整備につきましては、平成２２年８月頃に西都～高鍋間が供用開始となる予定

で、高鍋～都農間の工事も既に開始され、平成２４年度に完成予定であります。それに関連し鬼ヶ

久保～十文字線の道路改良工事などを行って参ります。本町に設置されるパーキングエリアの活用

については、東九州自動車道の整備状況や交通量などを総合的に判断しながら検討を行って参り
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ます。 

末端行政組織の再編につきましては、昨年の１０月～１１月にかけて各地区で住民説明会を開催

し、多くのご意見・ご提案を頂きました。今後は、これらのご意見・ご提案を参考に検討をして参りま

す。 

行政改革の推進につきましては、平成１７年度に第四次行政改革大綱を策定し、それを基に定め

た集中改革プランにより推進して参りましたが、平成２２年度が推進期間の最終年度となっており、

平成２２年度には、その一環といたしまして、東保育所の民営化を行います。計画に基づき目標が

達成できるよう改革の総仕上げを行って参ります。また、平成２２年度につきましては、引き続き行財

政改革を推進していくため、第５次行政改革大綱を策定し、より効率的かつ創造的な行財政運営を

推進して参ります。以上、私の所信の一端を申し述べさせていただきましたが「安全・安心なまちづく

り」の実現のため、議員各位並びに町民の皆様の御理解、御支援を賜りながら町政運営に鋭意努

力して参りますことを申し上げ、町政運営方針と致します。 

○議長（川越 忠明君）  以上で町政運営方針についての所信の表明を終わります。 

日程第 ５ 議案第  ２号 「川南町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について」 

日程第 ６ 議案第  ３号 「川南町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正

について」 

以上、２議案を一括議題とします。朗読は省略します。本２議案について、提案理由の説明を求めま

す。 

○町長（内野宮 正英君）  議案第２号から議案第３号につきまして、その提案理由をご説明申し

上げます。議案第２号は、国家公務員の「一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する

法律」が公布され、「月６０時間を超える超過勤務に対する超過勤務手当ての支給割合の改定及び、

時間外勤務代休時間制度」が創設されたことに伴い、川南町一般職の職員の給与に関する条例の

一部改正を行うものでございます。 

次に、議案第３号につきましても、「月６０時間を超える超過勤務に対する超過勤務手当ての支給

割合の改定及び、時間外勤務代休時間制度」が創設されたことに伴い、川南町職員の勤務時間、

休日及び休暇に関する条例の一部改正を行うものでございます。以上２議案、詳細につきましては、

総務課長に補足説明をさせますのでよろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたしま

す。 

○議長（川越 忠明君）  補足説明があればこれを許します。 

○総務課長（吉田 一二六君）  それでは、議案第２号及び議案第３号につきまして、その補足説

明を申し上げさせていただきます。議案第２号、第１３条の改正は、給与減額の除外規定中、任命

権者の承認があった場合の規定に、「時間外勤務代休時間である場合」を加えるものです。第１４条

４項は、勤務時間を命ぜられ、一箇月に６０時間を超えた職員に、６０時間を超過して勤務した時間

に対し「勤務１時間当たりの給与額」に「１００分の１５０」を、深夜勤務である場合には「１００分の１７

５」を乗じた額を時間外勤務手当てとして支給するものです。第１４条５項は、６０時間を超過して勤
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務した時間に対し、時間外勤務代休時間を指定された職員には、時間外勤務代休時間に代えられ

た超過勤務の時間について、時間外勤務手当の支給割合のうち引上げ分の支給を要しないとする

ものです。第１４条６項は、再任用短時間勤務職員に対する超過勤務手当ての改正です。 

次に、議案第３号 第８条の２第１項の改正について、任命権者は、時間外勤務手当てを支給す

べき職員に対し、時間外勤務手当て支給に代わる措置の対象となるべき時間の「時間外勤務代休

時間」として「勤務日等を」指定することが出来るとするものです。第２項は、前項で指定された職員

は、特に勤務することを命ぜられる場合を除き、正規の勤務時間において勤務を要しないとするもの

です。第１０条第１項は、休日の代休日の規定を第８条の２第１項の規定に改正するものです以上で、

補足説明を終ります。 

○議長（川越 忠明君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

日程第 ７ 議案第  ４号 「平成２１年度川南町一般会計補正予算（第８号）」 

日程第 ８ 議案第  ５号 「平成２１年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）」 

日程第 ９ 議案第  ６号 「平成２１年度川南町老人保健事業特別会計補正予算（第２号）」 

日程第１０ 議案第  ７号 「平成２１年度川南町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）」 

日程第１１ 議案第  ８号 「平成２１年度川南町下水道事業特別会計補正予算（第３号）」 

日程第１２ 議案第  ９号 「平成２１年度川南町介護保険特別会計補正予算（第３号）」 

日程第１３ 議案第 １０号 「平成２１年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」 

日程第１４ 議案第 １１号 「平成２１年度水道事業会計補正予算（第４号）」 

以上、８議案を一括議題とします。朗読は省略します。本、８議案について、提案理由の説明を求

めます。 

○町長（内野宮 正英君）  議案第４号から議案第１１号につきまして、その提案理由をご説明申し

上げます。議案第４号は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ９，０１３万９千円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ６６億３，９１２万７千円にするとともに、繰越明許費を設定し、債務

負担行為の補正並びに地方債の変更を行うものでございます。それでは、その主なものにつきまし

て歳入から順を追ってご説明申し上げます。 

まず、歳入でありますが、地方交付税は５，３９８万８千円の計上で特別交付税の１２月交付分を

計上しました。 

分担金及び負担金は８６２万９千円の減で、保育所保護者負担金の減額、使用料及び手数料は、

２４５万円の減で、公営住宅使用料の減額が主なものでございます。 

国庫支出金は２，４１９万２千円の減額で、主なものは、小・中学校費補助金の安全・安心な学校

づくり交付金事業１，８３４万９千円、地域活性化・公共投資臨時交付金事業７２４万４千円を減額す

るものです。 

県支出金は２，１５９万６千円の増額で、主なものは、国保保険基盤安定負担金１，８１３万９千円
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等の増額でございます。 

財産収入は２，７４４万７千円の増額で、土地売払収入２，６５３万２千円が主なものでございます。 

繰入金は、老人保健事業特別会計からの繰入金でございます。 

諸収入は１，３０８万円の増額で、宮崎県市町村振興協会市町村交付金３１１万７千円、過年度精

算金６０５万３千円等を計上しました。 

町債は３００万円増額で、農林水産業債を１，４４０万円増額し、土木債２２０万円、消防債６０万円、

教育債８６０万円減額するもので、それぞれ事業費の確定等によるものでございます。 

次に歳出について、ご説明申し上げます。議会費は、費用弁償３０万円を減額しました。 

総務費は１億４，９６５万６千円の増額で、主なものは、財政調整基金に７３３万１千円、町債管理

基金に１億５，０００万円を積戻しするものです。 

次に、民生費は２０３万円の増額で、主なものは、国民健康保険事業特別会計繰出金を２，５０１

万６千円増額し、老人ホーム入所措置費を１，８００万円、老人保健事業特別会計繰出金を７０１万８

千円、後期高齢者医療共通経費負担金を３７１万６千円減額するものでございます。 

衛生費は６２７万９千円の減額で、塵芥処理費の減額が主なものです。 

農林水産業費は８２９万２千円の増額で、主なものは、宮崎県営尾鈴北第１地区負担金を１，７６８

万４千円増額し、第２地区負担金を５７６万５千円減額するものでございます。 

 土木費４５９万３千円の減は、住宅管理費の減額、消防費６０３万１千円の減は、東児湯消防組合

負担金の減額が主なものでございます。 

教育費は５，０００万６千円の減額で、小・中学校教室棟等の耐震補強工事の減額が主なもので

ございます。 

公債費は、平成２０年度に借入れしました町債の利率確定に伴い長期債元金を２９０万８千円増

額し、利子５７７万２千円を減額しました。 

次に、第２表繰越明許費について、ご説明申し上げます。地域活性化・きめ細かな臨時交付金事

業は、国の経済対策に基づき平成２１年度事業として実施するものでありますが、期間が短く年度内

に完了することが困難であります。また、安全・安心な学校づくり交付金事業等につきましても、年度

内に完成することが困難であることから、翌年度に繰り越して事業が実施できるよう、議会の議決を

お願いするものでございます。第３表債務負担行為補正、第４表地方債補正は、それぞれ事業費確

定等により限度額の変更を行うものです。  

次に、議案第５号は、歳入歳出それぞれ９３１万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を２４億５，

４０９万８千円とするものでございます。歳入では、国民健康保険税を１，５９８万６千円、国庫支出金

を３，９８８万６千円、県支出金を１，１０１万６千円、それぞれ減額し、療養給付費交付金２，０９６万１

千円、共同事業交付金９２０万円、繰入金２，５０１万７千円、諸収入２，１０２万８千円をそれぞれ増

額いたしました。 

歳出では、保険給付費を３，８０９万３千円減額し、共同事業拠出金２，７７０万７千円及び、基金

積立金１，９９９万９千円を増額して計上いたしました。 
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次に、議案第６号は、歳入歳出それぞれ６２９万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を２，４１５

万３千円とするものでございます。歳入の主なものでは、繰入金を７０１万８千円減額し、諸収入に１，

２９９万９千円を増額し、歳出では、一般会計への繰出金を６２９万９千円追加計上しました。 

次に、議案第７号は、歳入歳出予算総額から、それぞれ７０万円を減額し、歳入歳出予算の総額

を１億４４７万９千円とするものでございます。歳入では、一般会計からの繰入金７０万円。また、歳出

では、需用費７０万円をそれぞれ減額計上いたしました。 

次に、議案第８号は、歳入歳出予算総額に、それぞれ２４４万７千円を増額計上し、歳入歳出予

算総額を３億８，７６３万１千円とするものでございます。 

歳入では、分担金及び負担金１１６万円、使用料及び手数料３１万４千円、県支出金８３万８千円、

基金利息４４万９千円、下水道工事保証金６２万４千円、預金利子５千円をそれぞれ増額計上し、繰

入金９４万３千円を減額計上するものでございます。 

また、歳出では、下水道事業債の償還基金の積立金へ２４４万７千円を増額計上いたしました。 

 

次に、議案第９号は、歳入歳出それぞれ１億２８５万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１１

億６，５０４万２千円とするものでございます。 

 まず、歳入につきまして、減額の主なものは歳出で介護サービス等諸費の減額に伴いまして、国

庫負担金、国庫補助金、支払基金交付金がそれぞれ減額になったものであります。また、地域支援

事業の実績見込みにより、国庫補助金、県補助金で増額計上していますが総体では減額でありま

す。 

 次に歳出につきまして、減額の主なものは、２款１項１目の居宅介護サービス給付費６，２７２万円、

同２目の施設介護サービス給付費４，０００万円であります。実績見込みにより減額計上いたしており

ますが、介護認定者の介護保険利用が少なかったことによるものであります。 

 

次に、議案第１０号は、歳入歳出それぞれ８３６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億３，５０

１万６千円とするものでございます。 

歳入では、後期高齢者医療保険料を８４８万円増額し、歳出では、後期高齢者広域連合納付金

に８３６万円を増額計上しました。 

 次に、議案第１１号は、収益的収入及び支出の収入、第１款第１項、営業外収益（預金利息）１９万

３千円を増額計上し、収入の総額を３億９，４９７万４千円とするものでございます。 

また、支出の第１款、第１項、営業費用（資産減耗費）６３９万３千円と同款、第３項、特別損失（過

年度修正損）１６７千円をそれぞれ増額計上し、支出の総額を３億３，７１８万５千円とするものでござ

います。 

 次に、資本的収入及び支出の収入につきまして、資本的収入が資本的支出に対して不足する額

２億４，７２９万７千円を２億４，４７２万５千円に改め、第１款、第１項の負担金２５７万２千円を増額計

上するもので、増額の理由は、消火栓５基を設置したことによるものでございます。 
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以上８議案、補足説明のある議案につきましては、担当課長に補足説明をさせますのでよろしくご

審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（川越 忠明君）  補足説明があればこれを許します。 

○総務課長（吉田 一二六君）  議案第２号及び議案第３号につきまして、その補足説明を申し上

げます。議案第４号の歳入及び総務課に関連する歳出について、その補足説明を申し上げます。 

 １ページをお願いします。 

今回、９，０１３万９千円を追加して総額が、６６億３，９１２万７千円となりました。これは前年同時期

予算に比べ金額で、４，０９４万８千円、率にして０.６％の減となっています。 

 １４～１５ページをお願いします。 

１２款２項２目１節 保健衛生手数料は、ごみ袋の販売枚数が見込みより少なかったため、一般廃

棄物処理手数料を減額するものです。 

１３款の国庫支出金から次ページの１４款の県支出金は、それぞれ事業費の決定や見込みにより

増減をするものです。 

２０～２１ページをお願いします。 

１５款２項１目１節 土地売払収入２，６５３万２千円は、（株）村田製菓に売却した工業団地内の土

地代２，３７６万４千円（地番２１７３１番地３３、地目 原野 ７，６６６㎡）が主なものです。 

２２～２３ページをお願いします。 

 １９款５項３目１節 雑入は、消防機庫移転補償費 

２９９万７千円、宝くじ売り上げの一部が市町村振興協会から交付される交付金３１１万７千円や国・

県支出金などに対する過年度の精算金６０５万３千円などを計上しました。 

２０款 町債は、それぞれ事業費が確定しましたので借入額を増減するものです。 

 なお、各歳入項目で、歳出と関連する部分については、それぞれ関係所管課等が併せて説明い

たします。 

２６～２７ページをお願いします。 

２款１項５目２５節 積立金１億５，７３３万１千円は、それぞれの基金へ積戻しするものです。町債

管理基金には、今回積戻しが出来ましたが、財政調整基金については、３月末に交付される譲与税

や特別交付税など、また予算の執行残等の状況により、専決をさせて頂く中で積戻しをさせて頂き

たいと思っております。 

 以上で、補足説明を終ります。 

○総合政策課長（篠原 浩君）  議案第４号総合政策課関係について、その補足説明を申し上げ

ます。 

 ２６、２７ページをお願いいたします。 

２款、１項、６目企画費、１３節委託料１４２万円の減額は、コミニュティバス運行実績見込額により

減額するものです。 

１０目電子計算費、１３節委託料１１万５千円の減額は、投票人名簿システム構築委託費執行残
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により減額するものです。 

３８、３９ページをお願いいたします。 

６款、１項、２目商工業振興費１９節負担金補助及び交付金２１万８千円は、東児湯職業訓練校の

川南町出身者数（２４名）が確定いたしましたのでその負担金を計上するものです。 

 以上で、補足説明を終ります。 

○健康福祉課長（米田 正直君）   

議案第４号健康福祉課関係について、その補足説明を申し上げます。 

３０～３３ページをお願いします。 

３款１項３目８節、報償費の３５万５千円の減額は、特別養護老人ホーム設立候補者選考委員会

の執行残と敬老祝金、敬老記念品の執行残であります。また、２０節、扶助費１，８００万円の減額は、

老人ホーム入所措置費の執行残であります。 

５目 障害福祉費の２９１万２千円の増額は、２０節、委託料３６万２千円で平成２２年度法改正施

行に伴う障害者自立支援管理システム改修委託料と１９節、負担金補助及び交付金 

１１万５千円は、平成２０年度精算による宮崎市総合発達支援センター負担金の計上であります。ま

た、扶助費については、不足見込み額を計上しております。 

３款２項１目７節、賃金の２９万円の減額は、児童福祉係の窓口パート賃金の執行残であります。 

以上で、補足説明を終わります。 

○農林水産課長（押川 義光君）   

議案第４号農林水産課関係につきまして、補足説明を申し上げます。 

２８、２９ページをお願いいたします。 

２款１項１１目１３節委託料７３万５千円は、株式会社山有が宮崎地方裁判所に提訴いたしました

損害賠償等請求事件に関し、川南町の弁護を委託するため計上するものです。 

３６、３７ページをお願いいたします。 

５款１項３目１９節負担金補助及び交付金中、新サンシャイン農業推進資金利子補給補助金７６

万６千円の減額は、算出額確定による事業費減によるものです。 

５目１９節負担金補助及び交付金の挑戦！みやざき施設園芸産地改革事業４６万９千円の減額

は、事業費確定によるものです。 

６目１９節負担金補助及び交付金の６５万９千円は、社団法人宮崎県畜産公社の精算による負担

金が確定しましたので、計上いたしました。 

１０目１９節負担金補助及び交付金の学校給食「みやざき食材の日」事業３０万円の減額は、事業

内容変更に伴う減額です。 

３８、３９ページをお願いいたします。 

５款２項２目１３節委託料の流域公益保全林整備事業７８万６千円の減額は、事業執行残によるも

のです。 

 以上で、補足説明を終わります。 
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○農村整備課長（横尾 剛君）   

議案第４号農村整備課関係につきまして、その補足説明を申し上げます。 

３６～３７ページをお願いします。 

５款１項１１目国営土地改良事業費１９節負担金補助及び交付金の１，１９１万９千円は、尾鈴北

第１地区の平成２２年度事業分を一部前倒して実施するため１，７６８万４千円を増額するものと、尾

鈴北第２地区の県営事業が手続の遅れから本年度中に実施できないため５７６万５千円の減額を

計上したものでございます。 

以上で、補足説明を終わります。 

○町民課長（大山 喜美子君）   

議案第５号につきまして、その補足説明を申し上げます。 

 ８～９ページをお願いします。 

まず、歳入の主なものからですが、１款１項１目の一般被保険者国民健康保険税の減額、及び２

目の退職被保険者等国民健康保険税の増額はそれぞれ実績見込みにより計上いたしました。 

１０～１１ページをお願いします。 

４款１項１目療養給付費負担金の３，９４９万２千円の減額、及び５款１項１目 療養給付費交付金

２，０９６万１千円の増額も、それぞれ実績見込みにより計上しています。 

 １２～１３ページをお願いします。 

７款２項２目 都道府県財政調整交付金１，１０８万２千円の減額は、前年の実績を基に、交付決

定通知があったものです。 

 ８款１項の共同事業交付金９２０万円は、高額医療費の対象者増により計上しました。 

 １０款１項１目１節 保険基盤安定繰入金２，５０１万７千円の追加は交付通知によるものです。 

 １４～１５ページの、１２款４項５目の雑入は、特定健診及び超音波健診の受診者負担分です。 

 次に歳出です。１６～１７ページをお願いします。 

２款１項１目 一般被保険者療養給付費３，４８５万３千円の減額は、２１年度の医療費の実績見込み

によるものです。 

２０～２１ページをお願いします。 

７款１項 共同事業拠出金２，７７０万７千円の増は、県内の高額医療対象の増を要因とし、国保連

合会から決定通知されたものです。 

 ２２～２３ページをお願いします。 

 ９款１項１目の１，９９９万９千円は、国保特別会計保険準備積立基金に積み立てるものです。これ

により、本基金の保有額は２，０８０万円となります。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（川越 忠明君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

日程第１５ 議案第 １２号 「平成２２年度川南町一般会計予算」 

日程第１６ 議案第 １３号 「平成２２年度川南町国民健康保険事業特別会計予算」 
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日程第１７ 議案第 １４号 「平成２２年度川南町老人保健事業特別会計予算」 

日程第１８ 議案第 １５号 「平成２２年度川南町漁業集落排水事業特別会計予算」 

日程第１９ 議案第 １６号 「平成２２年度川南町営農飲雑用水事業特別会計予算」 

日程第２０ 議案第 １７号 「平成２２年度川南町下水道事業特別会計予算」 

日程第２１ 議案第 １８号 「平成２２年度川南町介護認定審査会特別会計予算」 

日程第２２ 議案第 １９号 「平成２２年度川南町介護保険特別会計予算」 

日程第２３ 議案第 ２０号 「平成２２年度川南町後期高齢者医療特別会計予算」 

日程第２４ 議案第 ２１号 「平成２２年度川南町水道事業会計予算」 

以上１０議案を一括議題とします。朗読は省略します。本、１０議案について、提案理由の説明を

求めます。 

○町長（内野宮 正英君）  議案第１２号から議案第２１号につきまして、その提案理由をご説明申

し上げます。 

議案第１２号でございますが、国は「明日の安心と成長のための緊急経済対策」を着実に実施す

るため、平成２２年度予算においては、子育て、雇用、環境、科学・技術に特に重点を置き、国民の

負託に応えて主要施策の実施に取り組むとともに、「新成長戦略」の推進を通じて、新たな需要と雇

用を創造していくこととしております。 

 また、地方財政においては、個人所得の大幅な減少や企業収益の急激な悪化等により、地方税

収入や地方交付税の原資となる国税収入が引き続き落ち込む一方、社会保障関係経費の自然増

や公債費が高い水準で推移すること等により、定数削減や人事院勧告に伴い給与関係経費が減少

してもなお、財源不足が過去最大規模に拡大するものと見込まれております。 

このような状況の中で、本町の平成２２年度当初予算編成にあたっては、国の緊急経済対策を積

極的に活用するとともに、第４次川南町長期総合計画を軸に基本計画・実施計画・行財政改革大綱

に基づき、前例にとらわれることなく、制度として定められた事業や全額補助の事業を除き、緊急性・

必要性を踏まえ優先度に応じて予算配分をすることとしました。 

 このようなことから、平成２２年度の歳入歳出予算の総額は、 ６３億４，０００万となり、平成２１年度

当初予算に比べ 

８.２％の増となりました。これは平成２２年度から支給開始となります「子ども手当」が増額の主な要因

となっております。 

 それでは、第１表 歳入歳出予算から順次ご説明申し上げます。 

 町税は、１３億３，６３７万２千円の計上で、ＪＡ尾鈴総合選果場の新設等で固定資産税の増額が見

込まれ、対前年度比２.２％の増となっております。地方譲与税は、１億１，８７２万１千円の計上、利

子割交付金は、５１０万円、配当割交付金を１４６万４千円、株式等譲渡所得割交付金は、３０万８千

円を計上しました。 

 地方消費税交付金は、１億１，０２２万６千円の計上で３.９％の減、自動車取得税交付金は、１，１１

４万７千円の計上で６１.０％の減で、それぞれ景気低迷によるものでございます。 
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 地方特例交付金は、２，８７９万９千円を計上しました。 

地方交付税は、「文化ホール」償還金の交付税措置の終了や地域雇用創出推進費の廃止等で１.

６％減の２２億３，１６４万６千円を計上しました。 

 交通安全対策特別交付金は、２８１万２千円、分担金及び負担金は、９，６６８万９千円で２.９％の

減、使用料及び手数料は、 

１億２，４２０万４千円を計上しました。 

国庫支出金は、６億３，６８５万８千円の計上で、子ども手当負担金や地域介護・福祉空間整備等

施設整備事業等により１１４.１％の増となりました。 

県支出金は、５億６，３１６万５千円計上で、緊急雇用創出事業やふるさと雇用創出事業等により１

３.３％増となりました。 

 財産収入は、１，３８０万９千円、繰入金は、平成２２年度当初予算では、公共施設等整備基金の

繰入が無いため、２億７，１３９万６千円の計上で、２２.１％の減となっております。 

 繰越金は、前年度と同額の１，０００万円、諸収入は、１億２，５３５万２千円を計上しました。 

町債は、６億２，４５７万千円の計上で、後年度に元利償還金が交付税措置される臨時財政対策

債の起債により、３４.８％の増となりました。 

 次に歳出についてご説明申し上げます。 

議会費は、８，４２９千円の計上でございます。 

 総務費は、１０億５，１５９万２千円の計上で、人件費の他、主なものは、まちづくり交付金事業に１

億８，０８１万５千円、家屋全棟調査業務委託料に３，７００万千円、平成２２年度実施予定の選挙費

に２，０９６万８千円、国勢調査費に６１５万７千円を計上いたしました。 

 民生費は、２２億３，６３７万１千円の計上で、主なものは、国民健康保険事業特別会計繰出金とし

て１億７，３９４万２千円、老人ホーム入所措置費に９，５６７万９千円、地域介護・福祉空間整備等施

設整備事業に７，８００万円、介護保険費繰出金に１億８，０５８万７千円、障害福祉サービス費に２億

４８１万５千円、後期高齢者医療療養給付費負担金に１億６，０８９万７千円を計上し、児童措置費の

私立保育園等委託料に２億７，７２４万千円、平成２２年度から支給の子ども手当に３億１，６１６万円

を計上いたしました。 

 衛生費は、４億２，９９９万３千円の計上で、主なものは、妊婦健康診査委託料１，３１０万３千円、予

防接種委託料１，７０２万８千円、がん検診委託料２，２０２万８千円、生活廃水対策費として、合併処

理浄化槽設置整備事業補助金に１，７５５万４千円、西都児湯環境整備事務組合負担金１億５，１９

０万９千円、川南都農衛生組合負担金６，１４４万７千円等でございます。 

労働費には、緊急雇用創出事業・ふるさと雇用創出事業費に５，５２７万８千円を計上しました。 

 次に農林水産業費は、５億６，４２０万７千円の計上で、主なものは、川南町茶生産環境向上対策

事業に５７０万９千円、繁殖雌牛更新対策補助金に７２０万円、耕地整備関連事業補助金して１，９７

４万円、宮崎県営尾鈴北第１地区負担金３５３６万９千円、尾鈴土地改良事業基金７，０００万円、漁

業集落排水事業特別会計繰出金１，７６７万７千円、民生安定漁業用施設整備事業６，１６１万４千
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円、広域水産物供給基盤整備事業負担金に６，６００万円等を計上いたしました。 

 商工費は、７，４２１万９千円の計上で、商工会経営振興費補助金４５０万円、商工業振興貸付金２，

０００万円、温泉施設費２，２５９万６千円等でございます。 

 土木費は、３億６，７４７万３千円の計上で、主なものは、道路維持費に３，２８５万２千円、道路新設

改良費に１億３，７２１万５千円、東九州自動車道建設工事負担金に２，０４９万１千円、下水道事業

特別会計繰出金として９，７９９万１千円を計上いたしました。 

 消防費は、２億２，７３５万１千円の計上で、東児湯消防組合負担金１億９，０７１万４千円が主なも

のでございます。 

 教育費は、４億６，８２７万８千円の計上で、主なものは、文化ホールの施設管理費として３，７１３万

６千円、図書館費に１，６２０万５千円、平成２１年度から一般開放をしました川南湿原の駐車場及び

進入路整備工事に１，３４０万円、学校給食調理等業務委託料に３，２８２万１千円を計上いたしまし

た。 

 災害復旧費は、事務経費と測量委託料の計上でございます。 

 公債費は、元利償還金として７億７，０４６万４千円、予備費に８００万円を計上いたしました。 

次に、第２表地方債につきましては、歳出予算に計上しております事業のうち、町債を充てるもの

について、その限度額を定めるものでございます。 

次に、議案第１３号についてですが、川南町の平成２１年３月から８月までの医療費は、一般被保

険者では県下２８市町村中２８位、退職被保険者では１６位ですが、一般・退職を合計すると２８位と、

安い順位を保っています。なお、一般被保険者の一人当たり医療費を前年度の同時期と比較する

と６．８％、金額で８，０１２円の増となっています。 

本予算は、歳入歳出予算の総額を２３億６，１２３万８千円とし、一時借入金の借入限度額を１億２，

０００万円と定めるものです。 

まず、歳入の主なものからご説明いたします。 

国民健康保険税は、被保険者一人当たりの保険税額を、前年度と同額の暫定見込み額で計上し

ました。なお、本算定は６月に行います。 

その他、国庫負担金等は、定率により算出、共同事業交付金は、平成２１年度実績見込み額によ

り算定し計上しました。 

歳出では、保険給付費を２１年度実績見込みにより推定して計上しました。 

後期高齢者支援金、介護納付金、共同事業拠出金はそれぞれ国保連合会、社会保険診療報酬

支払基金の算定額及び平成２１年度の実績見込額により算定計上いたしました。 

次に、議案第１４号についてですが、老人保健事業は、平成２１年度で終了すると申し上げていた

ところですが、平成２２年度に、平成２０年３月受診分の１カ月の精算があるかもしれないことから、歳

入歳出それぞれ１１万円と定め、計上させていただくものです。 

 

次に、議案第１５号は、歳入歳出の総額をそれぞれ２，７２８万円と定めるものでございます。 
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予算総額を前年度と比較すると６，０１７万３千円の減額となっております。その理由といたしまして

は、平成２０年度から２年間に亘り行って来ました、漁業集落環境整備事業が終わったことによるも

のでございます。 

歳入の主なものは、使用料９６０万１千円、一般会計繰入金１，７６７万１千円でございます。 

次に、歳出の主なものとして、漁業集落排水施設整備事業費１，２６９万４千円、公債費１，４４８万

６ 千円の予算計上でございます。 

次に、議案第１６号は、歳入歳出の総額をそれぞれ９５２万５千円と定めるものでございます。 

予算総額を前年度と比較すると金額にして１６３万４千円、率にして２０.７％の増となっております。

その理由といたしまして、施設が築１５年を向かえ施設の老朽化が進んできているため、修繕費など

を増額計上したことによるものです。 

 歳入の主なものは、使用料３９０万円、一般会計繰入金５６２万円でございます。 

次に、歳出の主なものとして、営農飲雑用水施設整備事業費５１３万１千円、公債費４１９万４千円

の予算計上でございます。 

次に、議案第１７号は、歳入歳出の総額をそれぞれ１億３，４９６万７千円と定めるものでございま

す。 

予算総額を前年度と比較すると２億４，７６３万３千円の減額となります。その理由といたしまして、

平成９年度から開始しました下水道事業が平成２１年度で終わったことによるものでございます。 

歳入の主なものは、分担金及び負担金２１６万１千円、使用料及び手数料３，４８０万２千円、繰入

金９，７９９万１千円でございます。 

次に、歳出の主なものとして、下水道事業費６，１７０万９千円、公債費７，３１５万８千円の予算計

上でございます。 

次に、議案第１８号は、歳入歳出それぞれ４４５万円と定めるものでございます。前年度予算と比

較しまして、金額で３千円、率にいたしまして０.０７％の減となっています。 

歳入の主なものは、繰入金４４４万８千円で、介護保険特別会計からの繰入金であります。 

歳出の主なものは、介護認定審査会委員報酬２９０万５千円、事務補助賃金１２４万６千円でござ

います。 

次に、議案第１９号は、歳入歳出それぞれ１２億６万１千円と定めるものでございます。前年度予

算と比較しまして、金額で１７１万５千円、率にいたしまして、０.１４％の増となっています。 

まず、歳入の主なものですが、保険料は、２.６１％増の１億９，８７０万円、国庫支出金２億９，８０３

万７千円、支払基金交付金３億４，００５万５千円、県支出金１億７，１１７万２千円、繰入金として一般

会計繰入金１億８，０５８万７千円、基金繰入金３０３万４千円を計上いたしました。 

次に歳出の主なものは、総務費１，７５４万５千円、保険給付費１１億２，９０６万７千円、地域支援

事業費３，９９６万６千円、諸支出金４５４万９千円を計上いたしました。 

次に、議案第２０号は、歳入歳出それぞれ１億４，７９７万２千円と定めるものです。 

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料に８，９３５万８千円、繰入金に５，８４４万８千円を計
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上しました。 

歳出の主なものでは、総務費に３１２万円、後期高齢者広域連合納付金に１億４，３７４万２千円を

それぞれ計上いたしました。 

次に、議案第２１号は、第２条の業務の予定量として、給水戸数を前年度比で５０戸増の６，３１０

戸。また、年間総給水量を前年度比マイナス１％の２２４万２千立方メートルとし、 

１日平均給水量を６，１４２立方メートルとして経営目標を定めました。 

第３条の収益的収入及び支出につきましては、収入の水道事業収益を前年度比マイナス４.６％

の３億７，６４１万２千円。支出の水道事業費用を前年度比、マイナス５.７％の３億１，１８０万６千円に

て計上いたしました。 

また、第４条の資本的収入及び支出につきましては、資本的収入を１，０００万２千円。資本的支

出を２億１，２６７万円にて計上いたしました。従いまして、不足する２億２６６万８千円は、損益勘定留

保資金、繰越利益余剰金から補てんするものでございます。 

第５条の一時借入金の限度額を３０００万円と定め、また、第６条の議会の議決を経なければ流用

することの出来ない経費を職員給与費４，３５７万２千円、交際費８０千円とし、第７条のたな卸しの購

入限度額を１７７万７千円と定めるものです。 

 以上１０議案、補足説明のある議案につきましては、担当課長に補足説明をさせますのでよろしく

ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（川越 忠明君）  補足説明があればこれを許します。 

○総務課長（吉田 一二六君）   

議案第１２号の歳入及び総務課・選挙管理委員会に関連する歳出について、その補足説明を申

し上げます。 

 １３～１４ページをお願いします。 

 １款１項 町民税は、景気低迷により法人町民税の減収が見込まれ前年度比１.９％の減、２項 固

定資産税は、ＪＡ尾鈴総合選果場の新設や家屋の新築及び増築により、６.０％増、３項 軽自動車

税は、２.６％増で見込み計上をしました。 

 １５～１６ページをお願いします。 

４項 町たばこ税は、国民の健康の観点から、たばこの消費を抑制するため将来に向かって、税

率を引き上げていく方針で平成２２年１０月１日から、１本あたり３.５円（うち市町村 

１.３２円）の税率引き上げを行うこととされているが、現状ではその動向が見込めないため、前年度と

同額の９，９００万円を計上しました。 

２款１項 地方揮発油譲与税は、暫定税率を廃止した上で、当分の間、現在の税率水準を維持

することとされているため、燃油価格の動向にもよりますが６.９％増の３，５０７万円を計上しました。 

２項 自動車重量譲与税は、暫定税率による減収のため譲与割合が、３分の１から１，０００分の４

０７へ引き上げられることにより、７.８％増の８，３６５万１千円を計上しました。 

 １７～１８ページをお願いします。 
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６款 地方消費税交付金は、景気低迷により３.９％減の１億１，０２２万６千円を計上しました。  

７款１項１目 自動車取得税交付金も暫定税率を廃止した上で現在の税率水準を維持することと

されているが、販売台数の減少に伴い１，１１４万７千円、５４.７％の減で計上しました。 

１９～２０ページをお願いします。 

８款１項 地方特例交付金は、個人住民税の住宅借入金等特別税額控除の実施に伴う減収や、

自動車取得税の減税に伴う自動車取得税交付金の減収が見込まれ、その減収額の一部が補てん

されることとなっておりますが、平成２１年度の実績見込み額と平成２２年度における子ども手当て特

例交付金の創設に伴い地方負担の増加分が交付されることにより増額して計上しました。 

９款 地方交付税は、地方自治体に交付される総額は、前年度比１兆７３３億円、６.８％の増とな

っておりますが、本町においては、「頑張る地方応援プログラム」が平成２１年度で終了となり、平成２

２年度から平成２４年度までの激変緩和措置となることや、「文化ホール」償還金の交付税措置が平

成２１年度ですべて終了、また地域雇用創出推進費の廃止などで減額が見込まれ１.６％減の２２億

３，１６４万６千円を計上しました。 

１０款 交通安全対策特別交付金は、前年度並みで計上しました。 

１１款分担金及び負担金から１４款県支出金については、歳出の項目と関連がありますので、歳

出の説明の中で、各所管課長等が説明いたします。 

３７～３８ページをお願いします。 

 １４款３項１目４節 選挙費委託金は、参議院議員・県知事及び県議会議員の委託金を計上して

おります。 

１５款 財産収入は、町有地、建物などの貸付収入や各種基金の利子及び配当金を計上しており

ます。 

４１～４２ページをお願いします。 

１７款２項 基金繰入金は、財源調整のため、財政調整基金、町債管理基金、人づくり交流基金

を取り崩し、それぞれ繰り入れをするものです。 

４３～４４ページをお願いします。 

１９款３項１目 総務貸付金元利収入は、水道事業会計及び漁業集落排水事業会計の起債の償

還財源として貸付を行った返戻分を、２目 衛生貸付金元利収入は、宮崎県環境整備公社への貸

付の返戻分を、３目 農林水産業貸付金元利収入の林業対策資金貸付金は、児湯広域森林組合

への貸付の返戻分などを、４目 商工貸付金元利収入は、宮崎県信用保証協会への貸付金並びに

地域総合整備資金貸付金（ホテル竹乃屋分）の返戻分でございます。 

４５～４６ページをお願いします。 

５項３目 雑入の主なものは、がん検診受診者負担金７３４万７千円、児湯食鳥が利用しておりま

す工業用水施設の使用料３７８万１千円、自主事業入場料１７０万円などを計上しました。 

４７～４８ページをお願いします。 

２０款 町債は、総務債、農林水産業債、土木債、教育債をそれぞれの事業の財源として起債す
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るとともに、後年度に元利償還金が交付税措置される臨時財政対策債を増額し、計上しました。 

次に、歳出についてご説明いたします。 

１款の議会費から９款教育費の項目に人件費を計上しておりますが、全体の説明を１７５ページの

給与明細書でご説明いたします。一般職につきましては、退職者が１２名（うち再任用１名）で採用

者が９名となり、差し引き３名の減で職員数が１６９名となり給与費等が２，６６２万９千円の減となって

おります。 

４９～５０ページをお願いします。 

２款１項１目 一般管理費４億３，１８８万３千円は、次ページの市町村職員共済組合費や町村総

合事務組合の負担金が主なものでございます。 

５３～５４ページをお願いします。 

３目 財政管理費２，００２万円は、庁舎内の一般事務費及び、新公会計制度に伴う財務諸表関

連委託料を計上しました。 

５５～５６ページをお願いします。 

５目 財産管理費１億５９万４千円は、庁舎、公用備品等の維持・管理・保守に要する経費を、次

ページの町債管理基金は、水道事業及び漁業集落特別会計からの返戻金の積立分などを計上し

ております。 

６１～６２ページをお願いします。 

１１目 諸費中２３節償還金利子及び割引料の２００万円は、国・県の補助金など過年度分の精算

返還金を前年度と同額を計上しております。 

６９～７４ページの 

２款４項 選挙費は、平成２２年度に予定されております参議院議員・県知事及び県議会議員選

挙の経費などを計上しております。 

１４３～１４４ページをお願いします。 

９款１項１目 非常備消防費２億２，１１７万１千円は、東児湯消防組合負担金１億９，０７１万４千円

が主なものでございます。 

１７１～１７２ページをお願いします。 

１２款１項 公債費は、町債の元利償還金で前年度比５.０％の減となっております。（詳細につい

ては１８１ページを参照） 

１３款１項 予備費は、前年度と同額を計上しました。 

以上で、補足説明を終ります。 

○総合政策課長（篠原 浩君）   

議案第１２号総合政策課関係について、その補足説明を申し上げます。 

 ５７、５８ページをお願いいたします。 

２款、１項、６目企画費、１億９，５２３万４千円の主なものでございますが、川南駅乗車券類発売業

務委託料４２８万４千円、コミュニティバス９路線の運行委託経費５９７万１千円、それから次のページ
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になりますが、まちづくり交付金事業の道路改修工事、公園整備工事、商店街街路灯整備工事分と

して、１億６，３００万円、第五次長期総合計画及び第四次国土利用計画の策定業務の一部委託経

費として２５０万円を計上しております。 

６１、６２ページをお願いいたします。 

１０目電子計算費が、１，６１８万７千円の減となっておりますが、主なものは基幹業務機器パッケ

ージ賃借料の減、モノクロレーザープリンタ更新委託の減によるものです。 

６３、６４ページをお願いいたします。 

１１目諸費中、地域人権啓発活動活性化事業１００万３千円でございますが、人権啓発地方委託

事業として、人権啓発の講演会及びイベント等での啓発活動を行う経費を計上したものです。 

７５、７６ページをお願いいたします。 

２款、５項、２目指定統計調査費 ６３４万８千円は、国勢調査が２２年度に実施されますので増額

して計上しております。 

１０５、１０６ページをお願いいたします。 

５款、１項、１目一般失業対策事業費中、緊急雇用創出事業（公園等管理整備事業）７８０万９千

円は、宮崎県緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用して、公園、町有地等の管理を行なうもので

す。 

１０９、１１０ページをお願いいたします。 

１目一般失業対策事業中、ふるさと雇用創出事業（観光ＰＲ促進事業）委託料１１４９万円は、宮

崎県ふるさと雇用再生特別基金を活用して、町より、観光協会に事業委託し観光ＰＲ促進事業を行

うものです。 

１２９、１３０ページをお願いいたします。 

７款、１項、２目商工業振興費１９４万８千円の増の主なものは、川南町商工会設立５０周年記念

事業補助金によるものです。 

１３１、１３２ページをお願いいたします。 

７款、１項、５目消費者行政推進費１８２万５千円は、宮崎県消費者行政活性化基金を活用して、

啓発、広報用の軽自動車購入及び高齢者向け被害防止に係るパンフレット購入等を行なうもので

す。 

 以上で、補足説明を終ります。 

○税務課長（永友 尚登君）   

議案第１２号税務課関係について、その補足説明を申し上げます。 

６５～６６ページ、２款２項２目賦課徴収費１３節、委託料、家屋全棟調査業務委託料３，７００万円

は、平成２１年度からの継続した事業であります。平成２１年度に、町内の全ての家屋について、増

改築や未調査による課税漏れ、取り壊し等がある家屋の調査を行いまして、平成２２年度は、その対

象家屋の評価業務について委託するものであります。 

次に、同じ１３節、委託料の標準宅地鑑定評価業務委託料４９２万７千円は、平成２４年度に行わ
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れます固定資産評価替に伴う、標準宅地７８カ所分の評価鑑定業務委託料でございます。 

以上で、補足説明を終わります。 

○健康福祉課長（米田 正直君）   

議案第１２号健康福祉課関係について、その補足説明を申し上げます。 

 ７７ページ～８０ページ 

３款１項１目 社会福祉総務費は２億７，９８０万３千円の計上で、健康福祉課関係では昨年と大き

く変わったところはありませんが、民生委員の皆さんが３年に一度の特別研修を実施されるため民生

委員協議会補助金１９９万円を増額計上しております。 

 ８０ページ～８４ページ 

２目 老人福祉費は２億２８１万３千円の計上で、健康福祉課関係では、特別養護老人ホームが

新設されることに伴い、国から１床あたり１３０万円の助成ということで６０床分７，８００万円の補助金を

計上しております。これは１０分の１０の補助であります。 

また、老人ホーム措置費９，５６７万５千円を計上していますが昨年と比較して１，０１０万８千円減

になっておりまして、入所者の減によるものであります。 

４目 介護保険費は１億８，０５８万７千円の計上で昨年度より１１９１万５千円の増であります。これ

は、包括支援センター運営費の２分の１と配食サービスの人件費、食材費を従来の繰出金にプラス

したためであります。今までは、介護保険料から拠出していましたが、県の監査指摘により増額をし

たものであります。 

５目 障害福祉費は２億８，６９５万６千円の計上で昨年度より４，７０５万５千円の増で、その主なも

のは２０節、扶助費の障害福祉サービス２億４８１万５千円の計上で昨年比４４，２４１千円の増額、自

立支援医療１３，２００千円計上で昨年比４，２００千円の増であります。 

８５ページ～８８ページ 

３款２項１目 児童福祉総務費は２５５６万円の計上で昨年比８３９万円の増で主なものは、民間保

育所が取り組む延長保育、一時預り事業、休日・夜間保育事業、保育園耐震対策緊急支援事業分

の補助金であります。 

２目 児童措置費は６億１，９３７万円の計上で昨年比３億１５４万６千円の大幅増額であります。主

なものは、民間保育所が１カ所増えたことによるものと、子ども手当の創設により、中学生まで全員に

月額１３，０００円の支給をすることによるものであります。 

３目 保育所費は ３３７，８３３千円の計上で昨年比５０７４万６千円の減額であります。東保育所

の民営化に伴うもので、主なものは給料・職員手当・共済費で４０４５万円の減、業務補助賃金で６，

３５万２千円の減、賄材料費の１３１万８千円の減であります。 

 ９１ページ～９２ページ 

４目 母子福祉費は３，４５０万５千円の計上で昨年比２０８万円の増であります。主なものは扶助

費の乳幼児医療費助成事業、ひとり親家庭医療費助成事業の増額によるものであります。 

 ９１ページ～９４ページ 
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５目 児童館費は２，９０４万２千円の計上で昨年比５１１万円の増であります。主なものとして職員

１人増員しているためであります。 

９３ページ～９４ページ 

３款３項１目 災害救助費は２２万円の計上で昨年比９１万２千円の減であります。主なものは宮崎

県市町村災害時安心基金負担金が平成２１年度を以って終了したことによる６７万２千円の減と扶助

費の減であります。 

 ９３ページ～９８ページ 

４款１項１目保健衛生総務費は５，９３７万５千円の計上で昨年比６９４万円の増であります。主なも

のは、平成２２年度より保健センター機能充実を図るということで、庁舎の保健師をセンターに集中さ

せることにしていますが、保健師の内１名が退職することになり、その補充として臨時の保健師分を

従来の賃金に追加計上するものであります。また、地域自殺対策緊急強化事業２２１万２千円を新た

な事業として計上しております。これは県の１０分の１０の補助事業であります。 

 ９７ページ～１００ページ 

２目 予防費は２，１１７万４千円の計上で昨年比１２３万６千円の減であります。主なものは、結核

検診のレントゲン撮影手数料を実績見込みにより４８万６千円減額、消耗品費４５万９千円の減であ

ります。 

９９ページ～１０２ページ 

３目 健康増進事業費は２，９８４万２千円の計上で昨年比８０４万２千円の増であります。主なもの

は委託料２，２０２万８千円の計上で各種がん検診の受診率を高めた数値で計上しているため５２６

万８千円の増、また、昨年度当初には計上されなかった女性特有のがん対策推進事業２２９万６千

円が増となっています。 

 １０１ページ～１０４ページ 

７目 保健センター管理費は１８６万９千円の計上で昨年比７０万７千円の減であります。修繕料の

１８万円の減と委託料の清掃業務委託料５３万２千円の減及び工事請負費の２５万６千円の減による

ものであります。 

 以上で、補足説明を終わります。 

○ 町民課長（大山 喜美子君） 

議案第１２号町民課関係について、その補足説明を申し上げます。 

８５～８６ページをお願いします。 

 ３款１項６目１９節 負担金補助及び交付金１億７，２５０万９千円は、後期高齢者医療費分で、広

域連合より通知があったものを計上しています。 

２８節 繰出金５，８４４万９千円は、後期高齢者医療特別会計へ繰出すものです。 

１０８ページの上段をお願いします。 

緊急雇用創出事業を活用して、特定健診の受診アップ事業として４５４万２千円を計上しています。

これは、保健師、看護師、栄養士などの有資格者２名を雇用し、特定健診の受診率と指導、改善の
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向上を図るものです。 

以上で、補足説明を終わります。 

○環境対策課長（村井 俊文君） 

議案第１２号環境対策課関係について、その補足説明を申し上げます。 

１０１～１０２ページをお願いします。 

４款１項５目１２節役務費１０１万４千円の主なものは手数料で、町内の河川水等２２カ所の水質検

査４回分、公害苦情時等の各種分析検査、および井戸２０カ所の硝酸・亜硝酸性窒素水質検査の

手数料を計上しました。 

１８節備品購入費９０万円は、平成４年５月に購入した軽トラックの老朽化が著しい為、軽トラック購

入費を計上しました。 

１０３～１０４ページをお願いします。 

２項１目７節賃金３６０万６千円は、パート職員１名の事務補助賃金と坂の上不燃物等中継施設の

臨時職員１名の業務補助賃金を計上しました。 

１２節役務費１７６万４千円の主なものは手数料で、不法投棄物運搬用コンテナ借上げ料と処理

手数料等を計上しました。 

１３節委託料３，４６２万１千円は、可燃物、不燃物、資源物の収集運搬とプラ・ペット、飲料用空缶、

空ビンの収集運搬の塵芥収集業務委託料、環境パトロール委託料、およびゴミ袋作製・交付管理委

託料を計上しました。 

１９節負担金補助及び交付金１億５，１９３万２千円の主なものは、西都児湯環境整備事務組合負

担金で西都児湯クリーンセンター分６，６３６万円とエコクリーンプラザみやざき分８，５５４万９千円を

計上しました。 

１０５～１０６ページをお願いします。 

２１節貸付金５９９万円は宮崎県環境整備公社にエコクリーンプラザみやざき浸出水調整池補強

工事費として無利子で貸付するものです。 

以上で補足説明を終わります。 

○農林水産課長（押川 義光君）  

議案第１２号農林水産課関係について、その補足説明を申し上げます。 

１０８ページをお願いいたします。 

緊急雇用創出事業を活用して、畜産等総合情報整備事業（愛がん鳥の調査）２１４万６千円、中

段の農業振興地域整備促進事業（農業振興地域内現地確認）６４４万８千円、下段の町営村上牧

場草地整備事業２０３万６千円を実施いたします。 

１１３～１１４ページをお願いいたします。 

６款１項３目農業振興費１９節負担金補助及び交付金 

１７，７６２千円中農業振興費関連利子補給事業は、農業経営基盤強化資金利子補給（スーパーＬ）

１，０００万円、また新サンシャイン農業推進資金利子補給２００万円が主なものです。同じく農地・
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水・環境保全向上活動支援事業の負担金７６万４千円は、県の協議会へ負担し、県協議会から化

学肥料・農薬の低減等に取り組む市納・下原・高森・伊倉の４地区に営農活動支援を行うものです。 

「魅力あるみやざき茶」産地総合対策事業７４２千円は、県奨励品種への新改植を行う生産集団

に対し補助するものです。 

１１５～１１６ページをお願いいたします。 

４目農業後継者対策費１９節負担金補助及び交付金９０万円中、新規就農者支援事業７５万円は、

新たな農業の担い手を確保する対策として実施するものです。 

５目園芸振興費１９節負担金補助及び交付金７９５万７千円中、川南町園芸特産振興対策事業２

００万円は、ハウスの自動開閉装置・循環扇の設置等の整備事業等に対し補助するものです。同じ

く川南町茶生産環境向上対策事業５７０万９千円は、川南町茶振興会へ茶の良質生葉生産のため

の有機質資材購入助成を行うものです。 

１１７～１１８ページをお願いいたします。 

 ６目畜産業費１９節負担金補助及び交付金１，６４９万５千円中、繁殖雌牛更新対策補助金７２０万

円は、高齢化・低能力化した繁殖雌牛の更新を推進するため１４４頭分を計上しました。また、優良

繁殖雌牛緊急整備補助金３２０万円は、優良な繁殖雌牛導入を推進するために補助するものです。 

 ２１節貸付金１，０００万円は、優良肉用繁殖牛導入資金貸付として、２０頭分を計上しています。 

１２５～１２６ページをお願いいたします。 

 ６款２項２目林業振興費１３節委託料７４４万１千円は、前のページに戻りますが生活環境保全林

管理（青鹿公園）に３６万２千円、町有林１.７ｈａの下刈りに５１万９千円と、ページが変わり１２６ペー

ジになりますが流域公益保全林整備事業として、下刈り３２.９８ヘクタール・植栽１ヘクタールを行う

ため６５６万円計上いたしました。 

 同じく１９節負担金補助及び交付金２５９万円のうち主なものは、年々増加している有害鳥獣被害

の防止のため、有害鳥獣駆除補助金８０万円、野生猿被害防止総合対策事業３０万６千円（補助率

１／２）特定鳥獣（シカ）緊急捕獲促進事業としてシカ４０頭分２０万円（補助率１／２）です。また、森

林整備地域活動支援交付金事業１２４万４千円は、１ヘクタール当たり５千円を交付し、実施区域界

の刈り払い等の管理を行う事業です。事業量は、２４８.６４ヘクタール分（補助率３／４）を計上いたし

ました。 

 同じく２１節貸付金２００万円は、林業振興対策資金貸付金として児湯広域森林組合に貸付し、林

業の振興に取り組むものです。 

 ６款３項１目水産業振興費２４節投資及び出資金の２００万円は、宮崎県漁業信用基金協会へ出

資するものです。 

同じく１９節負担金補助及び交付金６，２７８万８千円中、ページがかわりますが、１２８ページの民

生安定漁業用施設整備事業の補助金６，１５２万３千円は、川南漁港に上架施設建設を行う事業に

対し補助するものです（補助率２／３）。 

 ３目漁港管理費１９節負担金補助及び交付金２７５万１千円中、平成２２年度九州地区漁港漁場大
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会補助金１００万円は、７月２２日・２３日に川南町で開催されます大会の現地実行委員会に対し補

助するものです。 

 以上で、補足説明を終わります。 

○農村整備課長（横尾 剛君）   

議案第１２号農村整備課関係について、その補足説明を申し上げます。 

１１９～１２０ページをお願いします。 

 ６款１項７目農地費の主なものを説明します。１５節工事請負費１，７８０万円は、１２０ページの上

段説明欄にありますように農業用応急工事ほか町単独事業が８８０万円、それに国営造成施設管理

体制整備促進事業の工事請負費９００万円で川南原土地改良区の下原、十文字揚水場ポンプオ

ーバーホール工事を行うものです。 

１９節負担金補助及び交付金４，１５３万円の主なものは、基幹水利施設ストックマネージメント事

業（高鍋・川南地区）負担金７０３万円、農地・水・農村環境保全向上活動支援事業負担金３７７万９

千円（１３地区分）、次の耕地整備関連事業補助金１，９７４万円は、これまで実施した農道整備に要

した経費の借入分に対する元利補給金を尾鈴農協に補助するもの、国営造成施設管理体制整備

促進事業の補助金１，００３万円は、川南原及び尾鈴北第１の両土地改良区に管理体制強化支援と

して補助するものです。 

 １２１～１２４ページにかけてお願いします。 

同項１１目国営土地改良事業費の主なものですが、１３節委託料６００万円は、１２４ページの細目

７の通山、坂の上地区の県単調査計画事業分です。１９節負担金補助及び交付金の４，９４４万２千

円は、１２２パージ下段にありますように、尾鈴地区促進協議会負担金が３６６万２千円、宮崎県営尾

鈴北第１地区負担金３，５３６満９千円と及び２４ページ上段の宮崎県営尾鈴北第２地区負担金５７６

万５千円はそれぞれ事業費の１８.３％分です。尾鈴北第１土地改良区運営費補助金は、３４０万１千

円を計上しています。 

２５節積立金７，０００万円は尾鈴土地改良事業の国営事業負担金にかかる積立金です。 

以上で、補足説明を終わります。 

○建設課長（諸橋 司君） 

議案第１２号建設課関係につきまして、その補足説明を申し上げます。 

 １２７、１２８ページをお願いします。 

 ６款３項４目１９節負担金補助及び交付金６，６００万円は、県が整備をしております川南漁港の広

域水産物供給基盤整備事業に対する負担金（１／１０）でございます。 

 １３３、１３４ページをお願いします。 

８款２項１目１３節委託料４００万円は、道路台帳整備のＬ＝５，０００メートル分の委託料を計上い

たしました。 

 ２目１１節需用費４７４万８千円は、経常的なもので、このうち燃料費１３２万円は、土木所管車両、

維持車両、年間を通じて支給しております道路愛護の燃料費の予算であります。 
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１３５、１３６ページをお願いします。 

１３節委託料１，１５０万円のうち主なものは、幹線町道の除草作業、町道の補修業務の委託費１，

０００万円の予算計上でございます。 

１５節工事請負費６００万円は、 

・町道の路側、側溝の修繕工事１５カ所・道路交通安全施設工事（道路区画線・ガードレール設置

等）の予算計上でございます。 

１６節原材料費２２８万円のうち主なものは、道路愛護用砕石８００立方メートル１２０万円の予算計

上でございます。 

 

３目１３節委託料７００万円は、平鈴・南通山線測量設計業務委託 L=４００メートル 

・ 松原・通山線松原下橋下部工積算業務委託 

・ 道路橋梁点検業務 L=１０メートル未満 １２橋 

の予算計上でございます。 

１５節工事請負費１億１，４３５万円は、 

・ 中里・野田原線道路改良工事 L=１００メートル 

・ 鬼ヶ久保・十文字線道路改良工事 L=２００メートル 

・松原・通山線松原下橋下部工事 

の予算計上でございます。 

１３７、１３８ページをお願いします。 

１７節公有財産購入費１６０万円は、 

・松原・通山線道路用地 １００万円 

・平鈴・南通山線道路用地 ５０万円 

・鬼ヶ久保・十文字線道路用地 １０万円 

の予算計上でございます。 

４目１１節需用費１００万円は、東九州自動車道関連で周辺対策として、高速道路区域外の修繕、

整備の予算計上でございます。 

１９節負担金補助及び交付金２，０５３万６千円の内２，０４９万１千円は、東九州自動車道建設工

事に伴い、上小池・大内線交差点歩道拡幅分の負担金でございます。 

 １４１、１４２ページをお願いします。 

４項１目１１節需用費１，０３０万円は、住宅管理上の事業執行上の予算計上でありまして、修繕料

は２１年度当初予算と同額の１，０００万円を計上いたしました。 

１３節委託料７７５万５千円の内５０万円は、町営住宅の入居者を強制退去させる法的手続きを取

るために弁護士委託料の予算計上、それから公営住宅長寿命化計画書策定の委託料４８０万円の

予算計上でございます。 

１５節工事請負費９９０万１千円は、 
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・火災警報器設置工事（出水、桜ヶ丘、中央、昭和住宅） 

 ・豊原住宅浄化槽ブロアー室扉取替工事 

 ・豊原住宅外壁塗装工事 

 ・新茶屋住宅フェンス設置工事 H=１.２メートル  L=８７メートル 

の予算計上でございます。 

 ２２節補償補てん及び賠償金５０万円は、桜が丘住宅移転助成金でございます。 

以上で、補足説明を終わります。 

○教育総務課長（佐藤 弘君） 

議案第１２号教育総務課及び学校給食共同調理場関係について、その補足説明を申し上げま

す。 

 １０７～１０８ページをお願いします。 

５款１項１目一般失業対策事業費、緊急雇用創出事業中の下から３番目、学校ＩＣＴ活用事業費６，

２９７千円は、特に平成２１年度予算で拡充され、今後の学習指導に不可欠となってきているＩＣＴ関

係備品を活用した授業の構築のために、機器の取り扱い指導や、授業等に追い回され、時間の取

れない教諭のための教材作りなどの手助け等を行うための人材等を雇用する事業で２名の人件費と

パソコン等の備品購入費等を計上しています。また学校図書室活用事業費１，３３０万５千円は各学

校の学校図書室にそれぞれ事務員、パソコン等を配置し、図書事務はもとより、児童生徒の読書力

の向上を促す意味での雇用を行うものです。 

続いて１４５～１４６ページをお願いします。 

１０款１項２目事務局費１節報酬の３００万円は外国招致青年（英語の指導助手）の１年分の報酬

です。 

１４８ページ１１行目７節賃金１，００７万８千円は、各小中学校に配置する特別支援介助員８名及

び特別支援指導補助員１名および設計管理技術補助員の賃金です。１９節負担金補助及び交付

金の７２７万７千円の主なものは、１５０ページ１０行目の幼稚園就園奨励費６０５万５千円で実績に基

づき見込み計上をしています。 

１５２ページ小学校費、２目教育振興費１４節使用料及び賃借料中パソコン賃借料３５６万４千円

は各小学校に配置していますパソコンの賃借料で、同じく２０節扶助費５７３万１千円は要保護、準

要保護の児童生徒の就学支援を行うもので、実績に基づき見込み計上しています。３目保健体育

費の１節報酬３６２万２千円は小学校の学校医・薬剤師に係る報酬です。 

１５４ページ下から３行目２項１４節使用料及び賃借料中パソコン賃借料３９６万０千円は両中学校

に配置しているパソコンの賃借料です。１５６ページ２目２０節扶助費４３５万４千円は要保護、準要

保護の児童生徒の就学支援をおこなうもので、実績に基づき見込み計上しています。３目保健体育

費の１節報酬１５４万５千円は中学校の学校医・薬剤師に係る報酬です。 

１６９～１７０ページをお願いします。１７０ページ１０款５項３目学校給食費１３節委託料３，４５７万

円のうち主なものは学校給食調理等業務委託料３，２８２万１千円です。 
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以上で、補足説明を終わります。 

○生涯学習課長（西川 義孝君） 

議案第１２号生涯学習課関係について、その補足説明を申し上げます。 

１１９ページを御願いいたします。 

６款１項８目 農村公園管理費２９２万７千円、これは、１３節 委託料、農村公園の管理委託１９３

万４千円が主なものです。 

１５５ページをお願いします。 

１０款４項１目８節報償費７３６万２千円 の主なものは、１５８ページの下段に掲載しております、子

育て支援ネットワーク充実事業３７３千円、子どもの体験活動支援事業、１７万円、放課後子どもプラ

ン事業、３９４万９千円、１６０ページ上段の訪問型家庭教育相談体制充実事業、９７万円、学校支援

地域本部事業６４万８千円でございます。２目１９節 負担金補助及び交付金１，５１３万７千円の主

なものは、分館育成交付金８２６万２千円と地域活動交付金の５８５万円でございます。 

１６１ページをお願いします。 

１０款４項３目文化施設費６，５３１万５千円中、施設管理費３，７１３万６千円の主なものは、トロント

ロンドームの空調燃料代（灯油）に２０５万９千円、光熱水費に１，３４１万９千円、冷暖房機保守委託

料、４００万円、舞台装置・照明音響操作業務委託料３２７万円です。次に図書館費１，６２０万５千円

の主なものは、図書館事務補助（パート）賃金４名分として、４９６万円、図書館関係消耗品３００万円

は、新聞、雑誌、ＤＶＤ・ＣＤ等の視聴覚資料代、図書館システム賃借料として、２３９万３千円、図書

購入費用として３００万円等であります。 

 １６４ページの中段の、かわみなみ音楽合衆国づくり事業５３９万９千円の主なものは、音楽による

まちづくりを目指し、合唱団体の自立を図るための合唱指導・コンサートの企画・開催（２回予定）等

の委託料として４６９万２千円であります。 

 次にモーツァルト祭助成事業１５０万円は、例年１２月開催予定のモーツァルト祭への補助金であり

ます。 

 次に文化ホール自主事業費５０７万５千円の主なものは小・中学校の芸術鑑賞会及び自主事業コ

ンサートの委託料、４００万円等であります。 

 次に１６６ページをお願いします。 

１０款４項４目 文化財保護費、１，７６２万１千円中、文化財保護費２３７万７千円、文化財保存管

理費１００万９千円は、川南古墳群及び川南湿原の草刈等の環境整備に係る委託料であります。 

次に、国宝重要文化財等周辺整備事業１，４１６万５千円中、工事請負費（道路・駐車場舗装）と

して１，３４０万円を計上いたしております。 

１０款５項１目 保健体育総務費、４８１万７千円の主なものは、町民ふれあいスポーツ大会報償費

が主なものであります。２目 保健体育施設費１，６５８万８千円中、１１節 需用費７８９万２千円中、

光熱水費５５４万５千円、１３節 委託料７３３万２千円中、主なものは、運動公園等の管理委託料５１

２万円であります。 
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 以上で、補足を終わります。 

○ 町民課長（大山 喜美子君）   

議案第１３号につきまして、その補足説明を申し上げます。 

１１、１２ページをお願いします。 

歳入からですが、４款１項１目 療養給付費等負担金４億８，７６９万円は、一般被保険者の療養

諸費、高額療養費、後期高齢者支援金及び介護給付金に必要な額を基に見込計上しました。 

２目高額医療費共同事業負担金１，３００万９千円は、高額医療拠出金に必要な額を基に見込計

上しました。 

１３～１４ページをお願いします。 

４款２項１目１節 普通調整交付金１億８，６２２万５千円は、一般被保険者の療養諸費及び高額

療養費に必要な額を基に見込計上しました。  

５款１項の療養給付費交付金は、退職被保険者等の療養諸費と高額療養費に必要な額を基に

推計して計上しています。  

１５～１６ページをお願いします。 

６款１項の前期高齢者交付金は、６５歳以上７５歳未満を対象に見込計上しています。 

７款１項１目 高額医療費共同事業負担金１，３００万９千円は高額療養費拠出金に必要な額を基

に見込計上したものです。 

２項２目 都道府県財政調整交付金８，８９１万８千円、８款１項の共同事業交付金、（１７ページに

なりますが、）２億９，７７０万円は、それぞれ前年度の実績見込みにより計上いたしました。 

１０款１項１目１節保険基盤安定繰入金１億７３５万２千円は、２１年度実績見込みにより計上しまし

た。２節その他繰入金６，６５８万９千円は、それぞれ定められた率により一般会計から繰入れを受け

るものです。 

 次に歳出ですが、２５ページの２款１項の療養諸費と、２７ページ２項の高額療養費は、ともに前年

度の実績を基に推計したものです。 

 ３１～３２ページをお願いします。 

３款１項 後期高齢者支援金等２億７，０６３万８千円は、国からの概算通知により計上していま

す。 

３５～３６ページをお願いします。 

８款１項２目で、健康づくり推進費が前年度当初より大きく増えていますが、これは、１３節の超音

波検診委託料を受診希望者が多いので、回数を増やしたことによるものです。 

以上で、補足説明を終わります。 

○上下水道課長（河野 秀二君）   

 議案第２１号につきまして、その補足説明を申し上げます。 

３ページをお願いします。 

３ページから４ページが実施計画で、３ページに収益的収入及び支出。また、４ページに資本的
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収入及び支出を計上しています。詳細については、１４ページ以降にてご説明いたします。 

５ページをお願いします。 

５ページは、経営活動に伴う資金収支を健全な状態に保ちながら事業運営を行なうための資金

計画で平成２１年度決算見込み額と平成２２年度予定額を計上しています。 

６ページをお願いします。 

６ページから８ページについては、関係職員の給与費明細書であります。 

９ページをお願いします。 

平成２１年度末の公営企業経営成績を損益計算書で表したもので、当年度末の純利益を５，８８２

万２千円で見込んでいます。  

１０ページをお願いします。 

１０ページから１３ページは、平成２１年度、平成２２年度の予定貸借対照表です。それぞれ、年度

末における全ての資産と負債及び資本を表しているもので、平成２１年度末の資産合計２６億４，７６

５万１，４１５円を見込んでいます。 

１４ページをお願いします。 

１４ページから１７ページが収益的収入及び支出の明細書です。収入及び支出が前年度比でそ

れぞれマイナス４.６％、 

５.７％で計上致しました。減の主な理由は、給水収益や受託工事収益の減によるものであります。

内容については、備考欄をご覧下さい。 

１８ページをお願いします。 

１８ページは資本的収入及び支出の明細書であります。資本的収入は昨年と同額であります。ま

た、資本的支出は、マイナス６.２％で計上致しました。昨年と大きく違う点は、委託料で、通浜児童

館近くの町道えびす橋に水道管が添加してあります。この管の更新を行なうに当たり、ＪＲの線路が

ありますので、その更新作業の一部をＪＲが行う関係で委託料を計上致しました。 

また、開発費に昨年に引き続き水脈調査を計上し、平成２２年度からボーリング試掘経費を１本分

計上致しました。以上、ＪＲ関係とボーリング試掘の２点が昨年と大きく違う点であります。 

それから、高速道路建設に伴う配水管の布設替関係ですが、西光原地区の４００ミリの布設替が

残り５１０メートルとなりますが、この５１０メートルの補償合意が西日本高速と出来ていません。今後

の補償内容次第ですが、早ければ６月補正での計上を考えています。 

１９ページをお願いします。 

企業債償還と他会計借入金の明細書です。企業債については、平成２２年度で償還が残り１本と

なりました。また、他会計への返済が平成２２年度で終わる計画であります。 

以上で、補足説明を終わります。 

○議長（川越 忠明君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

日程第２５ 議案第 ２２号 「川南町学校給食共同調理場調理等業務委託契約締結」 

二対手を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 
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○町長（内野宮 正英君）  議案第２２号につきまして、その提案理由をご説明申し上げます。 

議案第２２号につきまして、その提案理由をご説明申し上げます。 

この議案は、１２月議会で債務負担行為のご承認をいただきました、平成２２年８月から平成２５年

７月までの期間、川南町学校給食共同調理場調理等の委託契約につき、９，３４５万円で、株式会

社文化コーポレーション 代表取締役 斎藤幹生氏を相手方として契約を締結するため、地方自治

法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

○議長（川越 忠明君）  以上で提案理由の説明を終わります。これから、質疑を行います。質疑

はありませんか。 

午前１０時２５分休憩 

午前１０時３５分再開 

○議長（川越 忠明君）  以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。皆さ

ん、大変おつかれさまでした。 

午後 ２時 ９分閉会 
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